
CEF 整合性チェッカの設定

このモジュールには、ルートプロセッサおよびラインカードでの、シスコエクスプレスフォ

ワーディングの整合性チェッカの設定に関する情報、および設定方法が記載されています。シ

スコエクスプレスフォワーディングの整合性チェッカを使用すると、ラインカードやルートプ

ロセッサ（RP）からの IPプレフィックスの欠落など、データベースの不整合を検出できます。
シスコエクスプレスフォワーディングの debugおよび showコマンドを実行して、関連するシ
スコエクスプレスフォワーディングシステムエラーメッセージを調べて、不整合を調査して

解決できます。

シスコエクスプレスフォワーディングは、高度なレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。
これにより、すべての種類のネットワークに関して、ネットワークパフォーマンスとスケーラ

ビリティが最適化されます。こうしたネットワークの種類としては、インターネットや、負荷の

大きいWebベースアプリケーションや対話形式セッションを特長とするネットワークなど、少
量のトラフィックと大量のトラフィックを複雑なパターンで伝送するものがあります。

• 機能情報の確認, 1 ページ

• CEF整合性チェッカの前提条件, 2 ページ

• CEF整合性チェッカの制約事項, 2 ページ

• CEF整合性チェッカに関する情報, 2 ページ

• CEF整合性チェッカの設定方法, 5 ページ

• CEF整合性チェッカの設定例, 9 ページ

• その他の関連資料, 9 ページ

• CEF整合性チェッカの機能情報, 11 ページ

• 用語集, 12 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、Bug Search Toolとご使用のプ
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ラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

CEF 整合性チェッカの前提条件
シスコエクスプレスフォワーディングの整合性チェッカを設定するには、ネットワーキングデ

バイス上でシスコエクスプレスフォワーディングが起動され、動作している必要があります。

CEF 整合性チェッカの制約事項
シスコエクスプレスフォワーディングの整合性チェッカの lc-detectおよび scan-lcは、分散型シ
スコエクスプレスフォワーディングがイネーブルになっているデバイスだけに適用されます。

CEF 整合性チェッカに関する情報

CEF および dCEF をサポートするシスコプラットフォーム
シスコエクスプレスフォワーディングは、Cisco IOSソフトウェア Release 12.0以降を実行してい
るほとんどのシスコプラットフォームで、デフォルトでイネーブルになっています。シスコエ

クスプレスフォワーディングをルータでイネーブルにすると、RPがエクスプレスフォワーディ
ングを実行します。

ご使用のプラットフォーム上でシスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルかどうか確認

するには、show ip cefコマンドを入力してください。シスコエクスプレスフォワーディングが
イネーブルの場合は、次のような出力が表示されます。

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet6/1
[...]

ご使用のプラットフォーム上でシスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルでない場合、

show ip cefコマンドの出力は次のようになります。

Router# show ip cef
%CEF not running

分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、Catalyst 6500シリーズスイッチ、Cisco 7500シ
リーズルータ、および Cisco 12000シリーズインターネットルータで、デフォルトでイネーブル
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になっています。プラットフォーム上で分散型シスコエクスプレスフォワーディングがイネー

ブルになっている場合、ラインカードはエクスプレスフォワーディングを実行します。

プラットフォーム上でシスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルになっていない場合

は、ip cefコマンドを使用してシスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにするか、ま
たは ip cef distributedコマンドを使用して分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネー
ブルにします。

CEF 整合性チェッカのタイプ
シスコエクスプレスフォワーディングは、ルーティング情報ベース（RIB）、RP、およびライン
カードデータベースから取得したルーティング情報を使用して、エクスプレスフォワーディング

を実行します。これらのデータベースが更新されるときに、配布メカニズムの非同期性質が原因

で、これらのデータベースに不整合が発生する可能性があります。非同期データベースの配布に

よる不整合には次のタイプがあります。

•特定のプレフィックスなど、ラインカード上での情報の欠落

•異なるネクストホップ IPアドレスなど、ラインカード上での情報の相違

シスコエクスプレスフォワーディングは、独立して動作するパッシブおよびアクティブ整合性

チェッカをサポートして、これらのフォワーディングの不整合を検出します。次の表は、整合性

チェッカについて説明し、チェッカが RPまたはラインカードで動作するかどうかを示します。

表 1：シスコエクスプレスフォワーディングの整合性チェッカのタイプ

説明動作対象チェッカタイプ

（分散型シスコエクスプレス

フォワーディングのみ）欠落し

ていることが見つかった IPプ
レフィックスを、ラインカード

の FIBテーブルから取得しま
す。 IPプレフィックスが欠落
している場合、ラインカードは

対応するアドレスにパケットを

転送できません。 lc-detectは、
確認のためPRに IPプレフィッ
クスを送信します。該当する

エントリがあることを RPが検
出すると、不一致が検出され、

エラーメッセージが表示され

ます。また、RPはラインカー
ドに信号を送り返し、その IP
プレフィックスが原因で不整合

が発生したことを確認します。

ラインカードlc-detect
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説明動作対象チェッカタイプ

（分散型シスコエクスプレス

フォワーディングのみ）設定可

能な期間 FIBテーブルを調査
し、次のn個のプレフィックス
をRPに送信します。RPはFIB
テーブルで完全一致検索を実行

します。プレフィックスが欠

落していることが RPで見つ
かった場合、RPは不一致をレ
ポートします。 RPが確認のた
めのラインカードに信号を送り

ます。

期間と送信されるプレフィック

ス数は、ip cef table
consistency-checkコマンドで設
定します。

ラインカードscan-lc

設定可能な期間 RPの FIBテー
ブルを調査し、次のn個のプレ
フィックスをラインカードに送

信します（この動作は、scan-lc
チェッカが実行する動作とは反

対です）。ラインカードは、

FIBテーブル内で正確なルック
アップを実行します。ライン

カードがプレフィックスを不明

と判断した場合、ラインカード

は不一致をレポートし、確認の

ために RPに通知します。

期間と送信されるプレフィック

ス数は、ip cef table
consistency-checkコマンドで設
定します。

ルートプロセッサscan-rp

すべての RP上で動作し（分散
型ではない場合でも）、RIBを
スキャンしてプレフィックス

エントリが RP FIBテーブルに
存在することを確認します。

ルートプロセッサscan-rib
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シスコエクスプレスフォワーディングの整合性チェッカは、Cisco IOS Release 12.0(20)S以降では
デフォルトでイネーブルになっています。コンソールエラーはデフォルトでディセーブルです。

ラインカードや RPからの IPプレフィックスの欠落など、データベースの不整合を検出した場合
には、シスコエクスプレスフォワーディングのシステムエラーメッセージを確認し、シスコエ

クスプレスフォワーディングの debugおよび showコマンドを発行することで、調査および解決
することができます。

シスコエクスプレスフォワーディングの整合性チェッカのシステムエラーメッセージについて

は、ご使用の Cisco IOS Releaseの『System Message Guide』を参照してください。

CEF 整合性チェッカの設定方法

CEF 整合性チェッカのイネーブル化
シスコエクスプレスフォワーディングの整合性チェッカをイネーブルにするには、次の作業を実

行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip cef table consistency-check [type {lc-detect | scan-lc | scan-rib | scan-rp }] [count count-number ]

[period seconds ]
4. ip cef table consistency-check [settle-time seconds]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

シスコエクスプレスフォワーディングのテーブル整合性チェッカの

タイプおよびパラメータをイネーブルにします。

ip cef table consistency-check [type
{lc-detect | scan-lc | scan-rib | scan-rp
}] [count count-number ] [period
seconds ]

ステップ 3   

• typeキーワードで、イネーブルにする整合性検査のタイプを指
定します。

例：
Router(config)# ip cef table
consistency-check scan-rib count

• lc-detectキーワードを指定すると、ラインカードは、RPによっ
て確認された、欠落したプレフィックスを検出できます。

100
period 60 • scan-lcキーワードはラインカード上のテーブルのパッシブス

キャンチェックをイネーブルにします。

• scan-ribキーワードを指定すると、RP上のテーブルのパッシブ
スキャンチェック、および RIBとの比較を実行できます。

• scan-rpキーワードを指定すると、RP上のテーブルのパッシブ
スキャンチェックを実行できます。

• count-numberキーワードと引数のペアは、スキャンごとにチェッ
クするプレフィックスの最大数を指定します。範囲は 1～ 225
です。

• period secondsのキーワードと引数のペアは、候補のプレフィッ
クスに対する更新を不整合として無視する期間を指定します。

指定できる範囲は 1～ 3600秒です。

ルートの更新中は、不整合エラーが抑制されます。ip cef table consistency-check
[settle-time seconds]

ステップ 4   

• settle-time secondsのキーワードと引数のペアは、候補のプレ
フィックスに対する更新を不整合として無視する安定時間を指

定します。指定できる範囲は 1～ 3600秒です。
例：

Router(config)# ip cef table
consistency-check settle-time 65

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config)# end

ステップ 5   

テーブルの不整合の表示とクリア

lc-detect、scan-rp、scan-rib、および scan-lc検出メカニズムで検出されたシスコエクスプレスフォ
ワーディングテーブルの不一致を表示しクリアするには、次の作業を実行します。
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手順の概要

1. enable
2. show ip cef inconsistency
3. clear ip cef inconsistency
4. clear cef linecard [slot-number] [adjacency | interface | prefix]
5. show ip cef inconsistency
6. exit

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権 EXECモードをイネーブルにします。次に例を示します。

例：

Router> enable

パスワードを入力します（要求された場合）。

ステップ 2 show ip cef inconsistency
シスコエクスプレスフォワーディングの不整合を表示するために、このコマンドを使用します。次に例

を示します。

例：

Router# show ip cef inconsistency
Table consistency checkers (settle time 65s)
lc-detect:running
0/0/0 queries sent/ignored/received
scan-lc:running [100 prefixes checked every 60s]
0/0/0 queries sent/ignored/received
scan-rp:running [100 prefixes checked every 60s]
0/0/0 queries sent/ignored/received
scan-rib:running [100 prefixes checked every 60s]
0/0/0 queries sent/ignored/received
Inconsistencies:0 confirmed, 0/16 recorded

各チェッカタイプについて、シスコエクスプレスフォワーディングが確認する必要のあるプレフィック

スの数と、RPとカードテーブル間の不整合が無視される秒数（安定時間）が出力に示されます。この前
の出力には、ルータにコマンドを入力した時点で、これらのテーブル間の不整合は0件であったことが示
されています。

ステップ 3 clear ip cef inconsistency
シスコエクスプレスフォワーディングの整合性チェッカで検出される、シスコエクスプレスフォワー

ディングの不整合統計情報とレコードをクリアするには、このコマンドを使用します。次に例を示しま

す。
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例：

Router# clear ip cef inconsistency

ステップ 4 clear cef linecard [slot-number] [adjacency | interface | prefix]
ラインカードからのシスコエクスプレスフォワーディング情報をクリアするには、このコマンドを使用

します。次に例を示します。

Router# clear cef linecard

例：

ステップ 5 show ip cef inconsistency
このコマンドを使用すると、不整合に関するシスコエクスプレスフォワーディングの統計情報が、RPお
よびラインカードからクリアされたことを確認できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef inconsistency
Table consistency checkers (settle time 65s)
lc-detect:running
0/0/0 queries sent/ignored/received
scan-lc:running [100 prefixes checked every 60s]
0/0/0 queries sent/ignored/received
scan-rp:running [100 prefixes checked every 60s]
0/0/0 queries sent/ignored/received
scan-rib:running [1000 prefixes checked every 60s]
0/0/0 queries sent/ignored/received

Inconsistencies:0 confirmed, 0/16 recorded

この出力例は、4つの整合性チェッカがイネーブルになっており、各チェッカは60秒ごとにチェック対象
のプレフィックスを 100件送信し、不整合が無視される時間は 65秒であることを示しています。この例
では、不整合は見つかりませんでした。

例：

ステップ 6 exit
このコマンドを使用して、ユーザ EXECモードに戻ります。次に例を示します。

例：

Router# exit
Router>
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CEF 整合性チェッカの設定例

CEF 整合性チェッカのイネーブル化の例
次の例は、シスコエクスプレスフォワーディングの整合性チェッカ scan-rpをイネーブルにする
方法を示しています。

configure terminal
!
ip cef table consistency-check scan-rp count 225 period 3600
ip cef table consistency-check settle-time 2500
end

RPは、225秒ごとにラインカードに3600個のプレフィックスを送信するよう設定されています。
プレフィックスを送信した後、ラインカードは、2500秒待機してから不整合（存在する場合）を
報告するよう、RPに信号を送ります。

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』IPスイッチングコマンド：完全なコマンド構
文、コマンドモード、コマンド履歴、デフォル

ト、使用に関する注意事項、および例

『Troubleshooting Incomplete Adjacencies with
CEF』

不完全な隣接関係に対するトラブルシューティ

ングのヒント

『Troubleshooting Prefix Inconsistencies with Cisco
Express Forwarding』

Cisco 7500シリーズおよびCisco 12000シリーズ
インターネットルータで使用可能な整合性

チェッカの説明とトラブルシューティング情報

『Cisco Express Forwarding Overview』シスコエクスプレスフォワーディング機能の

概要

『Configuring Basic Cisco Express Forwarding for
Improved Performance, Scalability, and Resiliency
in Dynamic Networks』

シスコエクスプレスフォワーディングおよび

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

の基本動作を確認するためのタスク
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マニュアルタイトル関連項目

『Enabling or Disabling Cisco Express Forwarding
or Distributed Cisco Express Forwarding to
Customize Switching and Forwarding for Dynamic
Network』

シスコエクスプレスフォワーディングまたは

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

をイネーブルまたはディセーブルにするための

タスク

『Configuring a Load-Balancing Scheme for Cisco
Express Forwarding Traffic』

シスコエクスプレスフォワーディングのロー

ドバランシングスキームを設定するためのタ

スク

『Configuring Epochs to Clear and Rebuild Cisco
Express Forwarding and Adjacency Tables』

シスコエクスプレスフォワーディングテーブ

ルのエポックを設定するためのタスク

『Configuring Cisco Express Forwarding Network
Accounting』

シスコエクスプレスフォワーディングのネッ

トワークアカウンティングを設定および確認す

るためのタスク

『Customizing the Display of Recorded Cisco
Express Forwarding Events』

記録されたシスコエクスプレスフォワーディ

ングイベントの表示をカスタマイズするための

タスク

『TroubleshootingCisco Express Forwarding-Related
Error Messages』

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

スイッチングが動作するプラットフォーム

（Cisco 7500シリーズルータおよびCisco 12000
シリーズインターネットルータ）上での、一

般的なシスコエクスプレスフォワーディング

関連エラーメッセージの原因と、そのトラブル

シューティング方法

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

   IP スイッチング Cisco Express Forwarding コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
（Cisco ASR 1000）

10

CEF 整合性チェッカの設定
その他の関連資料

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps359/products_tech_note09186a0080110d68.shtml
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps359/products_tech_note09186a0080110d68.shtml


MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

CEF 整合性チェッカの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

IP スイッチング Cisco Express Forwarding コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）

11

CEF 整合性チェッカの設定
CEF 整合性チェッカの機能情報

http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html


プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 2：ルートプロセッサおよびラインカード用のベーシックシスコエクスプレスフォワーディングの整合
性チェッカの設定に関する機能情報

機能の設定情報リリース機能名

----Cisco IOS Release 12.2(1)以降に
このモジュールで導入または変

更された機能はないため、この

表は空白になっています。こ

の表は、このモジュールに機能

情報が追加されると更新されま

す。

用語集
隣接関係：ルーティング情報を交換するため、選択した隣接ルータとエンドノード間で形成され

た関係。隣接関係は、関連するルータとノードによる共通メディアセグメントの使用に基づいて

います。

シスコエクスプレスフォワーディング：レイヤ 3スイッチングテクノロジー。シスコエクスプ
レスフォワーディングは、シスコエクスプレスフォワーディング動作の 2つのモードの 1つで
ある、集中型シスコエクスプレスフォワーディングモードを指す場合もあります。シスコエク

スプレスフォワーディングにより、ルートプロセッサがエクスプレスフォワーディングを行う

ことができます。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、シスコエクスプレスフォ

ワーディングのもう 1つの動作モードです。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング：シスコエクスプレスフォワーディングスイッチ

ングのモードの 1つであり、ラインカード（Versatile InterfaceProcessor（VIP）ラインカードなど）
に、転送情報ベース（FIB）および隣接関係テーブルの同一のコピーが保持されます。ラインカー
ドは、ポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディングを実行します。これにより、ルート

スイッチプロセッサがスイッチング動作から解放されます。

FIB：転送情報ベース。概念上はルーティングテーブルや情報ベースに似た、シスコエクスプレ
スフォワーディングのコンポーネント。ルータは FIBルックアップテーブルを使用して、シス
コエクスプレスフォワーディング動作中に送信先ベースのスイッチング判断を行います。ルー

タには、IPルーティングテーブル内の転送情報のミラーイメージが保持されます。

IPC：プロセス間通信。ルータが分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードで動作し
ている場合に、Route Switch Processor（RSP）からラインカードへの、シスコエクスプレスフォ
ワーディングテーブルの配布を可能にするメカニズム。
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LIB：ラベル情報ベース。他のラベルスイッチルータ（LSR）から学習したラベル、およびロー
カル LSRによって割り当てられたラベルを格納するために、LSRが使用するデータベース。

ラインカード：さまざまなシスコ製品で使用可能なインターフェイスプロセッサに対する一般的

用語。たとえば、Versatile Interface Processor（VIP）は、Cisco 7500シリーズルータのラインカー
ドです。

MPLS：マルチプロトコルラベルスイッチング。通常のルーティングパスに沿ってパケットを
転送するための新しい業界標準（MPLSホップバイホップフォワーディングと呼ばれる場合もあ
る）。

プレフィックス：IPアドレスのネットワークアドレス部分。プレフィックスはネットワークおよ
びマスクによって指定され、一般的にネットワーク/マスクの形式で表されます。マスクは、どの
ビットがネットワークビットかを表しています。たとえば、1.0.0.0/16は、IPアドレスの最初の
16ビットがマスクされることを表し、これがネットワークビットであることを示しています。
残りのビットはホストビットです。この場合、ネットワーク番号は 10.0です。

RIB：ルーティング情報ベース。レイヤ 3到達可能性情報および送信先 IPアドレスまたはプレ
フィックスを含むルートの中央リポジトリ。 RIBは、ルーティングテーブルとも呼ばれます。

RP：ルートプロセッサ。 Cisco 7000シリーズルータのプロセッサモジュールであり、CPU、シ
ステムソフトウェア、およびルータで使用されるメモリコンポーネントの大部分が含まれます。

スーパーバイザリプロセッサと呼ばれることもあります。

VPN：バーチャルプライベートネットワーク。トンネリングを使用し、公衆 TCP/IPネットワー
クを通じて IPトラフィックを安全に転送することを可能にするルータ構成。

VRF：バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング/フォワーディングインスタ
ンス。 VRFは、IPルーティングテーブル、取得されたルーティングテーブル、そのルーティン
グテーブルを使用する一連のインターフェイス、ルーティングテーブルに登録されるものを決定

する一連のルールおよびルーティングプロトコルで構成されています。一般に、VRFには、PE
ルータに付加されるカスタマーVPNサイトが定義されたルーティング情報が格納されています。
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